
科目番号	 Ｋ22 

授	 業	

科目名	
進路指導論	 開講年次	 ２	 単位数	 ２	

担当形態	 単独	 教員の免許状取得のための必修科目	

科目区分	 道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目	

各科目に含めることが必要な事項	 進路指導及びキャリア教育の理論及び方法	

サブタイトル	 中・高等学校における進路指導概論と指導法	 担当者	 栁生	 和男	

授業概要	

【概要】	 	

最近、モラトリアムやフリーター、ニートなど、若者の人生観や職業観、勤労観の未発達が社会問題となり、各級学校に於いてキャリア教育	

（進路指導を含む）の充実が必要とされている。各級学校における進路指導法、キャリア教育概論等について講義する。	

	

【到達目標】	

①	進路指導の意義や内容等について理解する。	

②	キャリア教育の意義や内容について理解する。	

③	各級学校におけるキャリア教育の内容や推進方法について理解する。	

④	職場体験や地域との連携の方法について理解する。	

履修条件	
特になし	

	

教科書・

参考書	

【教科書】	

講義用の資料はプリントを用意する	

【参考書】	

その都度紹介する	

授業回数	 授業内容	

1	
進路指導概論	

予習：中・高等学校における進路指導を考える	 	 	 	 	 	 	 	 	 復習：進路指導の状況を整理する	

2	
キャリア教育の定義について	

予習：進路指導とキャリア教育について調べる	 	 	 	 	 	 	 	 	 復習：キャリア教育をめぐる誤解を整理する	

3	
教育活動を通したキャリア教育について	

予習：学校におけるキャリア教育について調べる	 	 	 	 	 	 	 	 復習：教育活動としての進路指導とキャリア教育の関係を整理する	

4	
キャリア教育の具体的内容について	

予習：キャリア教育の内容について調べる	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 復習：キャリア教育の具体的内容について整理する	

5	
キャリア教育と学習意欲の向上について	

予習：キャリア教育と学習意欲の向上について調べる	 	 	 	 	 	 復習：キャリア発達についてまとめる	

6	
地域連携とキャリア教育	

予習：学校と地域連携の方法について調べる	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 復習：地域連携の在り方についてまとめる	

7	
職場における体験活動の充実	

予習：事前指導と事後指導の関連とその意義について調べる	 	 	 復習：普通科高校の事例について整理する	

8	
キャリア教育と学級担任としての役割	

予習：ホームルーム活動とキャリア教育の関連について調べる	 	 復習：学級担任として個に応じた指導･支援のあり方を整理する	

9	
高等学校における職場体験の実際と反省	

予習：職場体験の実際について調べる	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 復習：職場体験のまとめと反省について整理する	

10	
自己理解の方法と進路選択	

予習：自己理解の方法について調べる	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 復習：自己の適性と進路選択の在り方を考える	

11	
進路相談の方法について	

予習：相談活動の具体的方法を考える	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 復習：相談の方法についてまとめる	

12	
キャリア教育と PDCA サイクルについて	

予習：PDCA サイクルについて調べる	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 復習：PDCA サイクルと年間指導計画の立て方についてまとめる	

13	
キャリア教育の課題について	

予習：キャリア教育の課題について調べる	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 復習：今日的な課題についてまとめる	

14	
キャリア教育の弱みについて理解する	

予習：最若年移行困難層について調べる	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 復習：最若年移行困難層の状況をまとめる	

15	
進路指導のまとめ	

予習：進路指導、キャリア教育についてまとめる	 	 	 	 	 	 	 	 復習：職業的自立、社会的自立、家庭的自立の在り方についてまとめる	

評価方法	
①	 授業への参加態度や貢献度による評価	 （20%）	

②	 ２回の提出論文（各回５０点）による評価	 （80%）	

評価基準	

①	 授業時間の３分の１以上欠席した者は、試験資格を失う。	

②	 上記授業内容についてよく理解し適切に表現できた者には「A」を、理解や表現に不適切な点がある者には、その程度により「B」または「C」

を、理解自体が不充分な者には、その程度に応じて「D」または「E」とする	

その他	
特になし	

	

 

  


